


調査報告にあたって

　児童精神科のクリニックの院長先生から、「発達障がいのある子ども達が伸び伸びと学

び、能力を発揮できるような高校が必要」と言われた言葉が、ずっと心に残っていました。

その後も、配慮が必要なお子さんの保護者の方から、現在通っている学校で困っている

ことや、学校での対応があわず不登校になったこと、配慮が少ない高校への進学に不安

を感じていることなど、さまざまな声を聞いてきました。

　他県の公立高校では、「インクルーシブ教育コース」など包摂的な取り組みも行われて

いますが、岡山県ではそのようなコースの検討は進まず、広域通信制高校への進学者数

は年々増えている現状があります。

　県立高校で学びたい生徒が、障がい特性に関わらず安心して進学でき、学び続けられ

るためには、県立高校での理解を深め、合理的配慮を増やすことや、新たな包摂的なコー

スの検討が必要ではないかと考え、この度の調査を行うことにしました。

　教育関係者の方には、この調査結果から配慮が必要な子ども達の学校生活の現状を知っ

ていただき、高校、中学校、小学校それぞれにおける理解や配慮を進めていかれるため

の参考にしていただければ、大変有難いです。

　また保護者の方には、ここに寄せられたご意見や事例を参考にしたり、県内で同じ思

いや悩みをもつ方々と共感を得られる機会として、よりよい一歩に繋げていただければ

幸いです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

大塚　愛






























